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||,小 rl護連記1会長あいさつ 看護職確保定着を目指して
日本看護連盟 銀 清 水 嘉 与 子

新緑が鮮やかな季節

になり、表参道の街並

みも明るくなりました。

人口減少 超高齢化
社会への道を歩み始め

たわが国の最大の課題は、

持続可能な社会保障制

度を目指す改革.そんな制度改革に看護職の知
恵も加えなければとの思いから、日本看護連盟
は来年の参議院選にぢ|き 続き代表を送ることを

決めています。候補予定者の石田昌宏さんは東

大卒の保健師・看護師。臨床現場を経験し、議

員秘書、看護協会政策担当、看護連盟幹事長と、

ひたすら国会議員になるためのキャリアを積ん

できました。初めての男性候補ですが、アイデ

アマンで行動力抜群。多くの会員からの信頼も

厚い人です。

来年7月  石田さんにはどんな花が似合うで
しょうか。楽しみです。

衆議院議員 あ べ 俊 子

滋賀県看護連盟 銀 赤沼 フサ枝

風薫る5月 が待たれた今
年ですが、ようやく暖か
さを感じる季節になって
まいりました。
会員の皆様にはお健や
かにお過ごしでしょうか,
平成23年度の活動を予
定通り実施することができ

会員の皆様に感謝中し上げます。
特に、ここ数年の現場の最大の.T題であった当県の

看護師確保定着対策については待ったなしの思いで

県議会ならびに市町議会議員の皆様に理解していた
だけるよう働きかけました。平lk24年度に向けた政
策要望書の提出とヒヤリング 議員交流会の開催
県議会の傍聴など政策要望実現に向けた取り組みの

結果、滋賀県看護師確保定着対策予算は大幅に増額
され、また今後の在宅医療福祉の担い手となる看護
職員確保対策では潜在看護師に着目した取り組ムが
されることになりました。
滋賀県で看護協会を政治力で支える看護連盟の役
割が果たせたことをバネにして、皆様の現場の声に

応えるよう、頑張りたいと思います。

]]111111
参貌議員 高 階恵 美 子

生
ロ

滋賀県看護連盟の皆様、
いつも温かいご支援を賜
り心より感謝申し上げます。

第180回国会の論戦の火
ぶたが切られました。東
日本大震災から1年が経過
しましたが 被災地の復
興を進めるためには限ら
れた予算を必要なところ
に重点的に配分する必要

滋賀県看護連盟のみなきま
こんにちは.
国会では連日語戦が続いてお
ります.今国会は平成24年度予
算案を始め 社会保障と税の一
体改革など 国家の根幹に係る
案件を審議する重要な場である
はずですが 具体策が示されな
い中身のない空論が繰り返され
成果の出せない政府に対する不

があります。そのためにも国会ではしっかりと発言し
質F・5の機会も度々いただくなど 政策提言の実現に
向け日々奔走しております.
そして来年は参議院議員選挙の年となります。国

全感が高まるばかりです.
こういう時こそ地に足の着いた活動を心かけていかなければな
らないと 改めて気を引き締めています.看護の目と耳で 社会
の様 な々課題を見つけ出し それを解決していくために皆様とと
もに力を合わせて真摯に取り組んで参ります。

政に皆さんの願いを託
すことができる看護の

仲間をもう一人増やし、
「三本の矢Jで頑張っ
ていくためにも、候補
者である石田まさひろ
さんへの温かいお力添
えを心よりおrllい 中し

上げます。

特に将来のわが国にふさわしい社会保
障の体制整備については 今この時点で
熟慮を重ね、準備をしておかなければ間
に合いません。私たち看護職は、専門職
として 実践に根■した理論に基づくし
っかりとした政策提言を行って参りまし
ょう。社会保障の実現者である看護職の
一人一人の気づきの声とアイデアが今後
のわが国の安全 安心な暮らしをともす
灯りとなると信じています。私は国政の
場で灯りをともす役割を務めて参ります。

―
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第2回 滋賀県・市・町議
■B 時:2月 25日 (土 )14:00～ 16:00
■会 場:ライズヴィル都賀Ш

お
じ

会議員との交流会綸

●
一
一
　

ヽ
ヽ

滋賀県看護連盟 幹事長

山本 なお栄

■ 出 席 者 1滋翼県議会腱員 佐藤健司氏 岩佐弘明氏 三浦治雄氏 西村久,氏 石口祐介氏
大滓市議会腱員 八日憲児氏 車澤市議会議員 杉江 昇氏 守山市議会餞員 森 ■尉氏
彙東市議会腱員 下田書―郎氏 ,u‖健二氏 三浦嘔氏 林 史代氏 片岡騰晟氏
彦根市議会饉員 宮田茂雄氏 灌賀県看騒協会長 丼下熙代氏 滋賀県●饉連目役員 会長以下 16名

″

務で市町の事業内容に格差がある。早期の法制化を合めて取り組みができるようにしてほしい。など実情
や今後の法制イしなどの重要l■について活発で前向きな交流会となりました。

今後も議員の皆様と積極的・●交流支援をお願いいたします。

第2回滋賀県 市 町議会議員の皆様との交流会を開催し 現

0

場の悩みを聞いていただきました。
C 夫婦の生活時間がすれ違うことなく子作りに望める休暇が
欲しい

0 地域の子育て支援事業を「子育てしやすい 男女が共に働
きやすい職場づくりでワークライフバランスの実現をJにまで拡
大して働く親子が即利用できる事業内容であってほしい
0 働く親と子に欠かせない制度の「病児 病後児保育は現在
8● 12カ所で実施されている。「学童保育設置」は市町の努力義

ア在宅医療福祉を担う看護職員確保対策事業の予算確保!!∠

(社磁 賀県罰 協 会 会長 井  下  照  代

連盟会員の皆さまには、新年度を迎え新たな一歩を踏み出されたことと思います.
さて、慢性的な看護職貝不足は 安全で質の高いF‐瞭の提供を困難にしております。そこ
で 滋賀県では着護職員確保対策として 階 護職の養戌J「確保定着 離職防 lE」 「潜在看
護力の活用J「資質の向上Jの 4つの柱を掲げ 看護職員の確保に取り組んできました.滋
賀県看護協会も県からの委託を受け、無ll職業紹介や看護の心の普及事業等を通じて看護職
員の確保に努めてきました.
平成24年度の滋賀県の予算では 滋賀県が未来戦略プロジェクトで重点テーマに掲げる「地
域を支える医療福祉 在宅看取りJを推進するための「在宅医療福祉を担う看護職員確保対
策事業Jに 3,438万円の予算が措置され C潜在看護師の掘り起こし②職場働 i支援 (看護職

在宅医療福祉を担う彗護職員確保対策事業
平成24年産 34380千円 (国庫433'千 円 県″ 9993千円)

1潜在看謹師の掘り起こし(5,125千円〉
(1)コーディネーター配■■業

(2)ナ ースバンク登録推進啓男

2職場復帰支援 (15.380千円)
(1)こ 宅医療II祉■饉哺■■円研督事業

3子青て環境への支援 (13,875千円)
(1)病 院内保膏所薔i岬促違

`業
         豪平成24年度は

(2璃院内保青所病児 病螢児屎●促遣●策      口点
`業
で実施

滋賀県議会議員

西 村 久 子

員専門研llF 看護職員勤薔研修)0子育て環境への支援 (病院
内保育所等利用促進事業 病院●保育所病児 病後児保育促進
事業)の 3事業が行われます.滋賀県着護協会では、県内に
5,000～ 6.000人 いると推計される潜在着護職員の掘り起しと職
場復 ti支援を県からの委託事業として行います.さ らに今年
全国で初めての「滋賀県在宅医療福祉をlBう 看護職員確保対策
基金条例J力 i制定され、基金として2億円が設置されました。
毎年 看護連盟と看護協会から滋賀県および議会の各会派に
予算わよび事業等への要望書を提出していますが、その成果と
大変嬉しく思っております。
今後も看護政策の実現に向けて 看護連盟とともに頑張って
まいりますのでご支援 ご協力をお願いいたします。

看護師が足りないとの悲鳴にも似た現場の声 県内には推定6-6千人ともいわれる潜在看
護師の把握が全くお手上げ…2月補正において滋賀県在宅医療福祉を担う看護職員確保対策
基金条例が制定され2億円を積立.
看護連盟の皆さんが要望の潜在看護1市掘り起こし事業については そのコーディネーター
を滋賀県ナースセンターに設置する費用として5,125千円が 職場復帰支援事業としての研修
実施費用に15,380千 円 子育て環境支援事業13.875千 円が重点施策として計上.他に 病院
内保育所運営費補助(32病院分)と して99,056千円が確保できました。また 在宅看護職の免
.l保有者が1巴握できる仕組みを国に要望しています.

゛天やい天
～
g入っぃ天

～
9人々 O゛人々9人0い人型g天型gttp
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活 動 報 告

2月 21～22日に青年部主催で念願の国会ツアーを行いました。
1曰 目は日本看護協会ビルを見学 日本看護連盟を訪問しました。
2日 目には国会議事堂内を見学じ 衆議院予算委員会を傍聴することができました。

青年部部長

豊狙「病院玉 城 邦 明

会 ツ ア ー国

社会保障問題と増税問題が議論されていましたが 質疑応答を見学
して改めて看護の代表が医療の現状を政治の場で発言することの大切

さを強く感じました。

バスでの移動と過密スケジュールで大変したが 参加さ71た皆さん
からは参加して良かつたという意見をたくさんいただきました。また

バスの中では 子作り支援 という新しい提案も出されました。今後
もこれを励みに頑張つていきたいと思います.

生の国会答弁を見て政治家へのイメージが変わつた

国会見学や食事等を通して見識を広げることができた

,

誇雪種護ステーション支書研修会 | 華・湖南・甲賀3支部

第 3回 ポ リ ナ ビ ワ ー ク シ ョ ッ プ 0講師 あべ悛子衆議院議員疎 秘書 伊 勢 田暁 子 氏

逮離 科大学医学部附属輌院 中  国  牧  人

3月 ]0日 に 滋賀県では3回目となるポリナビワークショッ
プを開催しました。「私たちの思いを伝えよう 繋げよう 撃
がろうJをテーマに 県内の若手看護師の葉がりを深められる
ワークショップを目指しました.参加者は総如 4名でした.
講師に 伊勢田暁子先生 (あべ俊子衆議院議員政策秘書)をお
迎えましました.伊勢田先生は 看護職と政策が密接に関わつていることを わかり
やすく伝えて下さり 政策過程に参画する大切さを知ることができました。佐藤健司
滋賀県議会議員と内田聡史野洲市議会議員にも参力]していただき 政策の場に身を置
かれている立場からの意見をいただきました.活発な意見交換になりました。

病院内の医 者 福等の他職種との連携の重ヨ 性を改めて感じました 今回のテーマ「私たちの目いを伝えよう 繋げよう 黎あ うJを通して 政治家に目
いを伝えて .・●職の改善に業がつてしヽ すたらと思い言した 本日は動 ]できてよかつたです ありかとうこざいました

一番大きかつたのは現場の声を聞けたこと 現場に今ある問題をグルー~― クで考えた事が良
"た
です いまだ現場に立っていない身ですが より良

いケアはよりよい労働環境からと思える面もめ ます 一学生の身分ですがこれからの事も考えし。かり勉強していきたいと思います

②
●講師 :前 日本看護融 幹事長 石 田 昌宏 氏

訪問看議ステ ション支部長 久 木 ひ ろ 美

滋賀県看護連盟訪F・5着護ステーション支音口き 平成24年
2月 2]日 (火)滋賀県着護研修センターで 診療報酬改定
について議義を受けました。今回は介護保険 医療保険の
ダブル改定です。訪問看護ステーションは特に介護報酬に

おける訪問看護の改正で 未来
を見据えた請義でした。在宅医

療の目玉として訪問看護ステー

シヨン●
~み
が大幅な報酬アップ

であると間きました.本音は地
域着護を担う看護師が不足して
いるのを解消してほしい事が
一番の願いです。

●講耐 デイサロ虻かうつ,スイツ争燿鶴ほ

湖南地区支部長

合同研修会
内海{申亮 氏

堀 河 良 子

0月は退職者もあつて人数も少なくなつ 一番疲労やストレスがたホる時で
はないてしょう01.l・れにより 肩 腰 籐などの痛みや 身体が|.るい等の
症ltのある方1多いことと思tlます.そのような硯状で頑張つておられる看護
lTの方々 に少しでも元気になつていただける研修を企画しました.
3月 24日という年度末の忙し■ 31名
の参力1がありました

インナーマッスルの場え方 ドローイン
コアドレーニング 痛みのある個所のテー
ビングなど実際に体験して,|ただきました.

さて 翌日の身体の調子はいかがでした
でしょうか,きつと十分に患者さんを癒し
てし||.だけたと思います.

00                000
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次期参議院選挙 組織代表候補予定者 (前 日本看護連盟幹事長)

石田まさひろ氏 来県

0石日氏のプログ●「石日まさひろタイアリーJ3月 9日  10日 にも感想を書かれていますので ご覧ください.
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0彦根中央病院

0豊郷病院

2名

…

彎四四国困回國50名

9名     21名

●近江温泉病院 ●友仁山崎病院

3月 9曰  10ヨ にホップの活動として 滋賀県内の病院 施設を訪問させて頂き 現場の声を直接おl・Dいし
ました,大都市のそ譴こあるユ地から看護職員掟Rの難しさを理11し ました。潜在看護職員対策の強イヒを痛
感します。滅貢県が独自に取り組●看護識員確保のための基金倉サ設に期待します。
また 平均在院日数短縮のため 充分な医療を受けられす かつ退院もできない患者が多い実態も問題です。
療貴病沐等 いわゆる後方病院の強化が必要です.在宅医療も頑張ってtヽ ますが 高齢化の進展が早すぎ
このままでは限界を理えそうです.
3く の課望をもらtヽ  かえってやる気をtヽたださました.精―

「

頑張ります。こ支援よろしく 1



もりやま芦刈園 (アジサイ園)のあじさい

日時/平成24年 6月 30日 (十 )13:00～ 15:30

場所/滋賀県看護研修センター 3階 大研修室

特別I鍛 :ずlσ)ごルタムない

簸日IIt/平成24年 6月 30日 (■ 115:40-16:40

0場所/滋賀県看護研修センター 3階 大研修室

黎演題′「看護の未来を語る」
～政治と看護のよもやま話―

語暉,日本

`議

逮盟会長清水嘉 与子 先生

国内には]―ロッパから集めた西洋あじさい50品種5000本と日本あじさい50品種5000本が植栽されてい
て その他にもバラ ボタン シヨウブなども見られ 秋 (]O月頃)に咲く桜として ジュウガツザクラもあり
四季を通じて花が見られます.

所在 地 :滋賀県守山市杉江町
アクセス :駐車身 普通車40台

」R琵琶湖線守山駅からバス「杉江」下車 徒歩20分

営業時間 :900～ 1600 ※6月 1曰～フ月15日  8iOO～ 1900
定休日等 :火躍日 祝日の翌日(シーズン中は無休 )
お問合せ :守山市シルバー人材センター (土日体日の場合 駅前総合案内PF)

TELiOフ7583‐2727(Oフフ‐5,43765)

6月中旬～7月中旬

滋賀県着護連盟

ホームヘーシを

開設しました,

繰

会員の皆様こんにちは.

連盟だより25号をお届けしま

す。今号は 石田まさひろ氏ホ
ップ活動報告 通常総会のこ案
内を掲載しております。

当日の参加をお待ちしてしヽます。
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平成23年度
「現場の声を聞かせてください1アンケ‐卜結果

給与や各種手当ての支給額の低さや

サービス残業が多い

看護要昌の不足

過重労働 超過勤務 サービス残業

医師の不足

ワーク ライフ リ
'ラ

ンスの不均衝

子育て支援対策の不足

家族介護支援対策の不足

医療事改への不安

患者から古情や暴言 暴カ

過剰医療

看護暮健教育期間l・内容が不十分

卒■研修lT不足や内容が不十分

新人看護職の離職

新人看讃職の指導

仕事に充実感 達成感がもでない

診療報酬 介護報酬の不適切性

人l・l関係のストレス

看護職としての職能意識の低さ

その他



平成24年度 滋賀県看護連盟活動計画 (案 )
重点目標   ①確かな政策実現力を持つ ②強力な集票力を持つ ③多くの人材提供力を持つ

新規事栞 0メ 部 ● 1触賛県
日 椰 活 勁

政
治
力
の
強
化

確
か
な
政
策
実
現
力
を
持

つ

=護
政策に関する晨

綺を活発に行える状況
α 境)をつくる O

1)会員へのI「報提供をより効果llに行う

2澪麟凛場の凛燿 f現場の声」を社会 議員に伝え
る ■腱協会と共に陣情 要望看動を行う

3)J嗜議摯饉員を支援する
● 禍ヽ 0,日 ,か 0蔀 ιロ ス

遅 盟 た より1な■ 減 ,(3回 /年 ,
ホームベージ インターネットこよる看讀政策に関する情報31Bを行う
メールアドレスの登録推進
■饉問題に関0が高い県議会 市議会議員との勉強会 意見変換会を定期的に開催
支持政党への要望■の操出 趣旨説明のための面数
■饉協会3役とのI「報交換会 陳脩 薬菫満動の協慟
会員 施殷からf硯場の声Jを収集 分析し 日本看護連盟の2ヶ月1回の「現場の声
活用促違委員会Jへ課題を提書
看餞を支援する国 地方腋員の選挙応授
地域住 民との 日常蘭係 の強イヒ

2看籠喘の国会議員を
増やす

′弟
`0日
,顔航燿筆 ‐■,た層コを,つ

2)次期衆議院週争に向けた体制を整備する
3)闊候団体との■根を強イヒする

210崚以上獲得するための活動として支部別会腋 リーターセミナーを開催
選挙応援 活動応ll彙離奎 市議会議員候糠者の発欄
団体 市 閣 (8六jI力 私 暑 市 持 缶 位 金 等 )

3国会への形,力 を強
める

1)看護問題対策議員運盟 看護問題小委員会への

影響力を強化する
2)国会諄員との勉強会 研lr会を実施する
0)国 会腱員の主催する会合べ出席する

日本看政運盟の鳴 ■の戸着用促通委員卸 へ甚言し II員通盟 ■護問題小晏
員会へ政策優曾

，
く

の
人

材

提

供

力

を

持

つ

4県 議 会  市議 会へ の
影影力を強める

1)県議 市議による,最問題対策議員運量を発足する
2)浚費県内で■護●藤員候補を選考する

o漑 薔 日 ■ 4洛 ロ ハ 薔 も ヽ ,さ
`レ

fス

平成26年底を目標に議員交流会から看饉問題対策饉員連里に移行設置
市会臓員 界会腱員選挙に看護職の融員候補を確薦 候補者の後授会を組IIし
選挙応螢
上
=路
騰 露 ●べ あ豊 養 盛 爆

5人 材育成と織員候補
者の青咸
(中長期的計画)

1)政治アカテミー季栞 生のフォローアッフ

2)政治アカデミー卒 彙生の積極 的着饉

リーダーシップ強化研修の受語をコめ 第23口 ,議院選挙に向けて,―ダーシツフ
強化
道盟 協会等の研修会.勉強会を開催し 主饉又は絆師を務め 選挙の中 0となり
汚勁
薇葉県看餞連盟■●として活動
■l画歯 に■ 藉 7カデ

=―
葬學 饉

組
織

の
強
化
　
拡
大

強
力
な
集
票
力
を
持

つ

1組 II体 制 の確立

0

1)=都組織を整える

oヽ■_4_ぁコ摯輛日,,ハ ■
`"襲
■輩蹴
・
オス

叉椰i勁を中心に舎員を■やし 一人ひとりの活動力を強化する
(県会員日操数 1脚0人 )

富2回リーダーセミナー(11月 6日 )■主調 会議と同8綱催
2■ |1纏機の充実
議イ́

叉 椰 桜 員 鳳 腱 リー ダー 藪 を元 実 させ る
t凛 ル ロ¬,―量― 十、■ ―

^=綸
議
`●
=ロ
ス
買部別会員数の増加対策のため 全施置 日棟に地4内施段の訪間
第2回リーダーセミナー開催 (‖ 月0日 )

3■ 證管理者0意識を
高める ●

)看饉管理者や
=饉
教育者の,lIを違める 収Eフ川への晉%

看議管理者トップセミナー (ワークショップ)の実施 (8月 )
■■管理を濡

`0菫
饉

4右 千
=員
の 口 鷹 お よ

び学生会員の種得と青咸
1汚手含■の二体的な活動を元異 促遣する

2)薇●的に県 支部の役詢に■月する

3)学 生会員が■饉政策およびその実現の必要性に
ついて学べる情報と機会の提供

第4回ボリナビワークショッフ 若手会員 学生の文症会の開催(9月 15日 )
国会ツアーの開催(2月 20～ 21日 )
日本
=饉
連量総会(6月 15日 )澁賀県■餃連盟継会(3月 eo日 )へのII席

県定例役員会べの出席
24年底全国ボリナビワークショップヘの,加 (10月 1'日 福島県)
モバイルによるネットワーク作りの継線
県■重協会主催の新人研修で各確研修を担当(6月 20～ 22日 )
着手会員とを護争生の交症会やボリナビワークショッ′ のヽ●加の呼びかけ

5看 ll通盟 の最屏者 を
螢 0オ 0

1)地域住民との連携強化を進める 廻 嗅 での な 用 意 見 X晨 曽 へ の 嶺 種 円 な ,服
凛 盟 秦 動 饉 筈 お ●E彗4)へ の 3樋 暉 ′,卜 i+

6学 生 会 員の 晨得 と百
威

1)ホームページ モバイルによる情報提供 不 リア ニ ′―クンヨツノ 父 工 菫 ● へ の ,加 呼 ひか ア
国会 ツ7-^の 0カ 暉 そ,か け

目
０
し
た
会
員
を
育
成
す
る

1 リーダーの■威 1)リーダーの自
=観
達のためのセミナーを開催

オス
県
^昴
夭籠 レ県刑 り~,― マ アヽーの田擢

20年 鷹曇繊者の摯静 晏贖によるフォー ロー 7"プ
2各 敗 選挙 へ の ,加

`●
=

1,■員 会員の選争看勁の経験を石める 衆譴院ヨ拳 地元選挙での後晨会活動 選挙応ll投票行動により敗
"は
夢をかな

,スニ會■ふム
「
ルおこ8=0脇趣,■■ス■滲■t,よ薔

0継 続 口 な 研 修 冥 麻 に
より連量着勁への理
解を深める

●

埓 間研仔 ll画を周知 し充興させる 番硬研任の実施と会員管理システムヘの受露著豊螢
″  の後のフォローアップ実摯
リーダーセミナー0実施(11月 0日 )
新人支都■オリエンテーションの実施
■饉管理者 ■饉教育

=セ
ミナーの実施

着手含員 一般会長 OB賛助奎員の懇蜆会の開催
瞑lt金 員奎流全の開催

層
発
な
情
報
流
通

1会■ 'F会員に対す
る広報活動を推進す

る

1)全 員 特に,1会員(未入会看)こ対して常に様鐘
捉えて情電を発信する

2)政治 選挙に会員の理解を深め 行動する全員を

育成する
3)看護職腱員の活動を獨知する

県ホームベーシ モバ イツレの運 富

アンフィニ (年 3口発行 )ヽ唸ok″アンフィ=(2週
1口発行 )メリレマガ (週1口 )

連盟だよりf漱彙」(年0回発行〉
国会見学(1油 2日 )
ビデォ テキスト●による継縮争習
国政報告会開催やホームページヘのリンク 各議員事務所との連携を国り 県主催
の行きべ粋へい

組
織
の
適
正
な
運
営
管
理

施設 支郡 県
本部 協会の一連し
た組織活動を推進す
る

1)本部 フロック 県 支部門の日常の意見交換を通して

意思疎通を図る

2)定樹会議等を通して県 支部の連彗を強化する

0泄賛県看瞳協会との連携を強イとし 意思疎道を
図る

秘 ,(不 部 6月 15日 議 貿 県 6月 30日 )
倶 総全時 清水驀与子連盟会長議演会実施)
全国会長会(4月 0月 1月 )年 3回
プロック別会長会(2～ 0月 )年 1回
県(支部冽 会議(11月 6日〉年1回
近餞プロック協饉会 適時開催
漱賀県■饉連盟役員会 定爛(1回 /月 )
浚賀県
=饉
連盟幹事会 定例(1回 /月 )

ヽ賀県看饉連盟支部長会 定

"(1回

/月〉
文部役員会 定例(1回 /月 )
青年部定例会 定例 (1回 /月 )
看証協会お含出席(本部 6月 5-7口 滋贅県 5月 26日 )
漱賛県看護協彙 の3■会腋 適時開催
日本看護サミット出席(10月 18～ 19日 ■菫県)

2事務局の運営を通正
に行う

会員に関する情報を適正に管理する
財政を適正に管理する

=楽
贔■夕摘Tに管理する

含員管理システムの鞣狩
会II監査の実施

“

0月 4月 )年2回

贅
員
の
福
訃

震 弔 へ の 対 t 1,日 本宥讀通 擬の規 約と県の 甲し合わ せにこ ,
廿 鷹十る

災薔見舞い 物故者への弔黎 受賞(彰,者へのお祝い その他

2東 日不人晨災への罹

“

聞
=●

1,本部 の居動 に責 同す る 根災地で顧張り続けている看護の仲間を応撮

3腋 問題べの対応 1)日 本 君 語 ぶ 認 と協 凛


